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2022 年度 愛臨技 第 2 回輸血班研究会 アンケート結果 

 
開催日時 ：令和 4 年 7 月 9 日(土) 15：00〜17：30 

開催形式 ：現地開催＋ライブ配信（ハイブリッド開催） 

場 所 ：アーバンネット名古屋ビル 20Ｆ リップルスクエア 

テーマ ：「輸血の教育⽅法を考える〜新⼈技師から他職種まで〜」 

参加⼈数 ：現地参加 22 名 WEB 参加 132 名 計 154 名 

アンケート回収 ：99 件（回収率 64.3％） 

 

＜アンケート 1＞所属技師会           ＜アンケート 2＞年代について 

    

 
＜アンケート 3＞輸血業務経験年数について    ＜アンケート 4＞勤務形態について 

   

  



2 
 

＜アンケート 5＞「講演 1 新⼈教育の⽅法と工夫」の内容は分かりやすかったですか？ 

 

＜アンケート 6＞「講演 2 質の高い部内教育の実践」の内容は分かりやすかったですか？ 

 

＜アンケート 7＞「講演 3 他職種に向けての教育活動」の内容は分かりやすかったですか？ 
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＜アンケート 8＞ライブ配信を視聴された⽅へ伺います。 

今回の講演でライブ配信の視聴しやすさは、いかがでしたか？ 

 

＜アンケート 8-1＞ 

アンケート 8 で「視聴しにくい」と回答された⽅へ 

具体的にどのような部分であったかご回答ください 

・聞こえない 

・画質が荒く、印刷していた資料で追いかける感じ 

でした 

・音声の異常が、講師側か受講者側か分かりにくい 

 

 

 

＜アンケート 9＞あなたの期待と講演内容は一致しましたか？ 

 

 

＜アンケート 10＞研究会全体を通して満足されましたか？ 
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＜アンケート 11＞今後の輸血検査研究会について、どのような形式が良いですか？ 

 

＜アンケート 12＞その他ご意見・ご質問がありましたらご記入ください。 

・ 当院の当直者への教育や輸血担当者の技量統一化に向けて大変勉強になる講習会でした。ありが
とうございました。 

・ 自施設も教育はうまくいっていません。今回の内容を参考にして少しずつ輸血業務の教育、復
習、最新情報を提供していきたいです。 

・ 貴重なご講演をありがとうございました。ライブ配信も最初のトラブルを乗り越え、その後は音
声等聴き取りやすくてよかったです。準備運営等、大変お疲れさまでした。 

・ 貴重なお話を拝聴できる機会をいただき、ありがとうございました。 

・ 今後の勉強会で緊急時の異型輸血対応、またその後の対応について取り上げてほしい。例えば、
RhD 陰性患者に RhD 陽性の各製剤を使用した時の対応など。 

・ 大変参考になりました。新⼈はもちろんのこと当直者に対する教育もずっと課題でした。今回の
講演を聞いて余裕がないことを理由にしてはいけないこともわかりました。とにかく１歩を踏み
出したいと思います。 

・ 全体的に分かりやすい内容で、新⼈教育に役立てられます。 

・ 質問について、メールだと言いたい事が上手く伝わりません。司会者側で意味を汲み取るなど配
慮を頂けると助かります 

・ 新⼈教育や他部門への教育など、具体的な⽅法を教えて頂き、ありがとうございました。当院で
も参考にさせていただきたいと思います。 

・ 岩手県から参加させて頂き有難う御座います。 


